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改訂履歴
	日付
	注意事項/コメント/変更内容

	2017 年 1 月 4 日
	以下の情報を追加しました：
· リスト項目コードの命名にハイフンは使用できません。
· バイト オーダー マーク (BOM) のある UTF-8 は、消費データに対する高い正確性から UTF 文字セットの使用の際に推奨です。 

	2016 年 8 月 12 日
	重複リスト項目の情報を追加しました。

	2016 年 1 月 22 日
	ドキュメント内の「章」から単独のガイドになりました。内容の変更はありません。  

	2015 年 9 月 18 日
	階層に関連づけられたいずれの連結リストにもレベルを追加または削除してはならず、代わりに連結リストの「下部」に追加または削除する旨の警告を追加しました。

	2015 年 5 月 6 日
	著作権と形式を更新しました。内容の変更はありません。 

	2014 年 11 月 30 日
	統合管理者がインポート/抽出管理者に変更されました。内容の変更はありません。

	2013 年 7 月 19 日
	本ガイドに新しい章を追加し、本章の番号を更新しました。
内容の変更はありません。

	2012 年 3 月
	著作権を変更しました。内容の変更はありません。

	2010 年 12 月 31 日
	著作権を更新し、商標を変更しました。内容の変更はありません。

	2010 年 5 月（SU55）
	リスト カテゴリー名の説明を更新して、現在のユーザー インターフェイス機能を含めました。

	2010 年 2 月（SU52）
	特定の .xml ファイルの詳細を記述した 2 つのテーブルを含めて、standard.xmlとstandard-71.xml の違いを明確にしました。

	2008 年 1 月（SU28）
	concur-extended.xml への参照を削除しました。

	2007 年 10 月（SU24）
	初版


リスト インポート
セクション 1:  概要
リスト インポート機能を使用すると、航空会社やレンタカー業者などの業者リスト、部門名などのカスタム リスト、経費精算や配賦などの構成に使用する連結リストをインポートすることができます。
セクション 2:  リスト インポート - 基本の手順
ここでは簡単に基本の手順を説明します。詳細は次のセクションをお読みください。
· ステップ 1: インポート データ ファイルを作成し、この仕様の要件を満たしているかどうか確認します。
· ステップ 2: インポート データ ファイルを Concur に移動します。 
· ステップ 3: Concur がデータ ファイルをインポートするバッチ ジョブを実行します。
セクション 3:  ステップ 1: インポート データ ファイルの作成
本書に記載されている仕様に従ってファイル形式を設定し、インポート データ ファイルを作成します。インポート データ ファイルの仕様は次のとおりです。
ファイル形式: 区切り文字を使用したテキスト データ、BOM を含む UTF-8
· サポートするフィールドの区切り文字: コンマまたはパイプ区切り
· 囲み文字: 引用符
· レコードの区切り文字: CRLF
· データ レコードのレイアウト: レコードのレイアウトはインポート定義ファイルに基づきます。次のいずれかのインポート定義ファイルから選択します。
· concur-standard.xml 
· バージョン 7.1 で使用される concur-standard.xml に下位互換性がある concur-standard-71.xml。
各ファイル タイプのレコード タイプはこの後のページの表に登場します。
ファイルの命名規則
データ ファイルの名前は 「jobtype_entitycode_datetime.txt」のような形式にします。リスト インポート データ ファイルのジョブ タイプは「list」です。エンティティにコード t0000123abcd がある場合は、インポート データ ファイルの名前を 「list_t0000123abcd_yyyymmddhhmnss.txt」 とします。
リスト項目の命名制限
「List Code Name-1」のように、リスト項目コードを命名する際はハイフン ( - ) を使用しないでください。その代わり、「List Code Name_1」のように、異なる文字区切りを使用してください。データベースにおけるハイフンを含むリスト項目コードの検索の問題が不都合な結果につながることがあります。 
インポート定義ファイル
次のいずれかのインポート定義ファイルから選択します。
· concur-standard.xml 
· バージョン 7.1 で使用される concur-standard.xml に下位互換性がある concur-standard-71.xml。
NOTE: インポート定義ファイルは、次のページの詳細は次のページをお読みください。
Concur-standard.xml インポート定義ファイルは差分がインポートされます。インポートによって変更も削除もされないデータはインポートされません。 
インポート定義ファイルの主な違いは、次のとおりです。
· concur-standard.xml は、（連結リスト以外の）単純なリスト データのインポートに使用できます。この .xml ファイルには、リスト項目を含む 16 個のフィールド セットがあります。
· リスト データの削除は、 concur-standard-71.xml を使用したインポート経由の場合に限り可能です。この .xml ファイルには、リスト項目を以外の、古い 15 個のフィールド セットがあります（[リスト項目の削除] は除く）。
Service Update 10 に更新すると、次のいずれかを使用できます。
· concur-standard.xml。各行の末尾にコンマ 1 つを追加してレコードの削除に使用される新しいフィールドを示し、既存のインポート リストを更新する必要があります。
concur-standard-71.xml 
階層に関連付けられた連結リストの操作
階層に関連付けられた連結リストにおいて、レベルを追加または削除してはなりません。代わりに、必要に応じてレベルを階層の「下部」で追加、または削除してください。
concur_standard.xml ファイルの使用
連結リスト データ
管理者はこのインポート ファイルを使用して連結リスト データをインポートできます。ただし、連結リストの各レベルにレコードを 1 つずつ含めます。 
レコードの要素は次のとおりです（詳細は次のページをお読みください）:
	
 コード – 最大10レベル 
 値 
 開始日 

 リスト カテゴリー 
 終了日 

 リスト名 
 削除 

	Departments,ConcurLists,CNQR,,,,,,,,,,Concur Technologies,,,


Concur-standard.xml ファイルでは、データの各レベルは、このファイルの個別のレコードになります。たとえば、3 つのレベルの連結リストを作成するには、この 3 つのレベルのデータを、個別のレコードとして記述します。
Departments,ConcurLists,CNQR,,,,,,,,,,Concur Technologies,,,

Departments,ConcurLists,CNQR,DEV,,,,,,,,,Development,,,
Departments,ConcurLists,CNQR,DEV,71,,,,,,,,Release 7.1,,,
このレコードは、次のリスト項目になります:
	LI_CODE
	LI_SHORT_CODE
	VALUE

	CNQR
	CNQR
	株式会社コンカー

	CNQR-DEV
	DEV
	Development

	CNQR-DEV-71
	71
	Release 7.1


リスト データの削除
上記のように、このインポート定義ファイルを使用して連結リストを追加する場合、データの各レベルは、データ ファイルの個別のレコードとして表します。この条件は、データを削除する場合には該当しません。 
連結リスト データの場合、削除するレコードの最後のフィールドに「Y」を加える必要があります。インポートを実行すると、そのレコードと、そのすべての「子」レコードが削除されます。 
たとえば、以下の 3 つのレコードをすべて削除するとします。 
Departments,ConcurLists,CNQR,,,,,,,,,,Concur Technologies,,,

Departments,ConcurLists,CNQR,DEV,,,,,,,,,Development,,,
Departments,ConcurLists,CNQR,DEV,71,,,,,,,,Release 7.1,,,
削除するには、インポート データ ファイルに最初のレコードのみを含めて、最後のフィールドに「Y」を入力します。このインポートを実行すると、3つのレコードすべてが削除されます。
Departments,ConcurLists,CNQR,,,,,,,,,,Concur Technologies,,,Y
NOTE: 最後のフィールドを空にするか、または「N」を入力すると、既存のデータは変更されません。
レコード タイプの仕様 – concur_standard.xml
表1: レコード ID 「StandardList」 のデータ
	名前
	定義
	必須
	説明
	会社のフィールド定義

	リスト名
	最長 64 文字
	Y
	インポートするリストの名前です。この名前は、システムの既定の言語（CT_LANGテーブルで定義）であらかじめ作成しておく必要があります。
注意: 共通構成管理者ツールの [フォームとフィールド] ツールでカスタム リストを使用して、リスト名を定義します。
	

	リスト カテゴリー名
	最長 64 文字
	Y
	リストをインポートするカテゴリーの名前です。この名前は、システムの既定の言語（CT_LANGテーブルで定義）であらかじめ作成しておく必要があります。
注意:
· [リスト管理] でリストを編集した場合、[リスト名] を [リスト カテゴリー名] として使用します。
· 業者リストについては、CT_LANGテーブルが英語の場合、list_category_nameは「vendors」です。
	

	レベル 01 コード
	最長 32 文字
	Y
	リスト項目の最高レベルのコードです。
	

	レベル 02 コード
	最長 32 文字
	N
	レベル2のリスト項目のコードです。入力すると、このコードはlevel_01_codeの子になります。
	

	レベル 03 コード
	最長 32 文字
	N
	レベル3のリスト項目のコードです。入力すると、このコードはlevel_02_codeの子になります。
	

	レベル 04 コード
	最長 32 文字
	N
	レベル4のリスト項目のコードです。入力すると、このコードはlevel_03_codeの子になります。
	

	レベル 05 コード
	最長 32 文字
	N
	レベル5のリスト項目のコードです。入力すると、このコードはlevel_04_codeの子になります。
	

	レベル 06 コード
	最長 32 文字
	N
	レベル6のリスト項目のコードです。入力すると、このコードはlevel_05_codeの子になります。
	

	レベル 07 コード
	最長 32 文字
	N
	レベル7のリスト項目のコードです。入力すると、このコードはlevel_06_codeの子になります。
	

	レベル 08 コード
	最長 32 文字
	N
	レベル 8 のリスト項目のコードです。入力すると、このコードはlevel_07_codeの子になります。
	

	レベル 09 コード
	最長 32 文字
	N
	レベル9のリスト項目のコードです。入力すると、このコードはlevel_08_codeの子になります。
	

	レベル 10 コード
	最長 32 文字
	N
	レベル 10 のリスト項目のコードです。入力すると、このコードはlevel_09_codeの子になります。
	

	Value
	最長 64 文字
	Y
	レコードに入力される最下位レベル コードの項目名です。システムの既定の言語（CT_LANGテーブルで定義）で記述する必要があります。
	

	開始日
	8 文字、YYYYMMDDの形式で入力
	N
	注意: システムは日付を参照しません。この日付に基づいて情報が追加されたり削除されることはありません。
	

	終了日
	8 文字、YYYYMMDDの形式で入力
	N
	注意: システムは日付を参照しません。この日付に基づいて情報が追加されたり削除されることはありません。
	

	リスト項目の削除
	1 文字、YまたはN（既定）
	N
	注意: リストを構成階層に使用した場合、リスト項目は削除されず、ジョブの実行の詳細に警告が記録されます。
	


NOTE: 必須ではないレベル コードは、XML で「コメント アウト」することができ、データ ファイルには必要ありません。
concur_standard-71.xml ファイルの使用
連結リスト データ
管理者はこのインポート ファイルを使用して連結リスト データをインポートできます。ただし、連結リストの各レベルにレコードを 1 つずつ含めます。
レコードの要素は次のとおりです（詳細は次のページをお読みください）。
	
 コード – 最大 10 レベル 
 値 
 開始日 

 リスト カテゴリー 
 終了日 

 リスト名 


	Departments,ConcurLists,CNQR,,,,,,,,,,Concur Technologies,,


Concur-standard-71.xml ファイルでは、データの各レベルは、このファイルの個別のレコードになります。 
成功例
3 つのレベルの連結リストを作成するには、この 3 つのレベルのデータを、個別のレコードとして記述します。

Departments,ConcurLists,CNQR,,,,,,,,,,Concur Technologies,,

Departments,ConcurLists,CNQR,DEV,,,,,,,,,Development,,
Departments,ConcurLists,CNQR,DEV,71,,,,,,,,Release 7.1,,
このレコードは、次のリスト項目になります。
	LI_CODE
	LI_SHORT_CODE
	VALUE

	CNQR
	CNQR
	株式会社コンカー

	CNQR-DEV
	DEV
	Development

	CNQR-DEV-71
	71
	Release 7.1


NOTE: データのエントリ レベルは、ファイル内に自身のレコードとして一度のみ表示される必要があります。単一のインポート ファイル内では、レベルの繰り返しがあると、それが原因で不適切なデータがインポートされます。
失敗例

Departments,ConcurLists,CNQR,,,,,,,,,,Concur Technologies,,, 
Departments,ConcurLists,CNQR,DEV,,,,,,,,,Development,,, 
Departments,ConcurLists,CNQR,DEV,71,,,,,,,,Release 7.1,,,
Departments,ConcurLists,CNQR,,,,,,,,,,Concur Technologies,,, 
Departments,ConcurLists,CNQR,MKT,,,,,,,,,Marketing,,, 
Departments,ConcurLists,CNQR,MKT,71,,,,,,,,Release 7.1,,,
この例では、トップ レベルが複数回表示されています。この場合、システムは正常にデータをインポートできず、孤立したデータが残る可能性があります。
リスト データの削除
上記のように、このインポート定義ファイルを使用して連結リストを追加する場合、データの各レベルは、データ ファイルの個別のレコードとして表します。この条件は、データを削除する場合には該当しません。
Concur-standard-71.xml ファイル インポートは完全な置換を行うインポートです。インポートされたファイル内のすべてのリスト項目は、セクションで利用不可となります。これは、過去のデータまたはレポートに影響しません。
レコード タイプの仕様 – concur_standard-71.xml
表2: レコード ID 「StandardList」のデータ
	名前
	定義
	必須
	説明
	会社のフィールド定義

	リスト名
	最長 64 文字
	Y
	インポートするリストの名前です。この名前は、システムの既定の言語（CT_LANGテーブルで定義）であらかじめ作成しておく必要があります。
注意: 共通構成管理者ツールの [フォームとフィールド] ツールでカスタム リストを使用して、リスト名を定義します。
	

	リスト カテゴリー名
	最長 64 文字
	Y
	リストをインポートするカテゴリーの名前です。この名前は、システムの既定の言語（CT_LANGテーブルで定義）であらかじめ作成しておく必要があります。
注意:
· 共通構成管理者ツールの [フォームとフィールド] ツールでカスタム リストを使用してリスト カテゴリー名を定義します。
· 業者リストについては、CT_LANGテーブルが英語の場合、list_category_nameは「vendors」です。
	

	レベル 01 コード
	最長 32 文字
	Y
	リスト項目の最高レベルのコードです。
	

	レベル 02 コード
	最長 32 文字
	N
	レベル2のリスト項目のコードです。入力すると、このコードはlevel_01_codeの子になります。
	

	レベル 03 コード
	最長 32 文字
	N
	レベル3のリスト項目のコードです。入力すると、このコードはlevel_02_codeの子になります。
	

	レベル 04 コード
	最長 32 文字
	N
	レベル4のリスト項目のコードです。入力すると、このコードはlevel_03_codeの子になります。
	

	レベル 05 コード
	最長 32 文字
	N
	レベル5のリスト項目のコードです。入力すると、このコードはlevel_04_codeの子になります。
	

	レベル 06 コード
	最長 32 文字
	N
	レベル6のリスト項目のコードです。入力すると、このコードはlevel_05_codeの子になります。
	

	レベル 07 コード
	最長 32 文字
	N
	レベル7のリスト項目のコードです。入力すると、このコードはlevel_06_codeの子になります。
	

	レベル 08 コード
	最長 32 文字
	N
	レベル8のリスト項目のコードです。入力すると、このコードはlevel_07_codeの子になります。
	

	レベル 09 コード
	最長 32 文字
	N
	レベル9のリスト項目のコードです。入力すると、このコードはlevel_08_codeの子になります。
	

	レベル 10 コード
	最長 32 文字
	N
	レベル10のリスト項目のコードです。入力すると、このコードはlevel_09_codeの子になります。
	

	Value
	最長 64 文字
	Y
	レコードに入力される最下位レベル コードの項目名です。システムの既定の言語（CT_LANGテーブルで定義）で記述する必要があります。
	

	開始日
	8文字、YYYYMMDDの形式で入力
	N
	注意: システムは日付を参照しません。この日付に基づいて情報が追加されたり削除されることはありません。
	

	終了日
	8文字、YYYYMMDDの形式で入力
	N
	注意: システムは日付を参照しません。この日付に基づいて情報が追加されたり削除されることはありません。
	


NOTE: 必須ではないレベル コードは、XMLで「コメント アウト」することができ、データ ファイルには必要ありません。
セクション 4:  ステップ2: インポート データ ファイルを Concur へ移動
ファイルが完成し、インポート データ ファイルを提出する準備ができたら、Concur クライアント サービスと協同してインポートデータファイルを Concur に移動します。
新規のお客様には、ほとんどのインポートが導入の一環として含まれています。システムを導入済でこの機能の使用をご希望のお客様は、Concur クライアント サポートにお問い合わせください。
NOTE: お客様は、インポート スケジュールが設定されているかどうか確認することができます。インポート/抽出監視ロールに割り当てられているユーザーは、エンティティに設定されているインポート定義およびスケジュールを確認することができます。
セクション 5:  ステップ 3: Concur がデータをインポート
Concur はあらかじめ決められたスケジュールに従って、インポート データ ファイルをお客様のデータ ベースに読み込ませるジョブを実行します。処理が完了したら、 Concur はジョブ完了の自動メールによって同席者の情報が更新されたことをお客様に通知します。変更はユーザー側に直ちに反映されます。
NOTE: リスト項目が重複する場合は、Concur は既存のリスト項目を新しいインポート項目に置換しない場合があります。 

重複データのインポートを防ぐには、リストの各レベルがインポート ファイル内で一度のみ表示されるようにしてください。 
以下の Concur ソリューションに適用されます。


( Expense�( Professional/Premium edition�    ( Integrated with Professional/Premium Travel�    ( Stand-alone�( Standard edition�    ( Integrated with Standard Travel�    ( Stand-alone�( Concurforce


( Travel �( Professional/Premium edition�    ( Integrated with Professional/Premium Expense�    ( Integrated with Professional/Premium Request�    ( Stand-alone�( Standard edition�    ( Integrated with Standard Expense�    ( Stand-alone


( Invoice Management�( Professional/Premium edition�    ( Integrated with Professional/Premium Expense�    ( Stand-alone�( Standard edition�    ( Integrated with Standard Expense�    ( Stand-alone


( Authorization Request (formerly Travel Request)�( Professional/Premium edition�    ( Integrated with Professional/Premium Expense�    ( Integrated with Professional/Premium Travel�    ( Stand-alone�( Standard edition�    ( Integrated with Standard Expense�    ( Stand-alone





インポート / 抽出の仕様 – 


リスト インポート（製品共通）
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